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26年度取組実績

(1)女性が結婚し、子供を産み育てながら、社会に参
画できる、仕事が継続できる、社会のシステムが必要
です。そのために意識の改革を行っていきます。
①家庭内意識の変革
家庭内で育児、家事をシェアするという文化をつくりま
す。特に夫の協力を働きかけます。
②地域内意識の変革
各地区において、子供と教育について議論し、その重
要性を発信します。併せて、父親への働きかけを行い
ます。
③企業内で可能な行動
経営者自身が考え、経営者自身で行動できる当団体
の特性を活用して、各企業に対して、子供を育てなが
ら仕事が継続できるように様々な提案をしていきま
す。

①、②、③について啓発・普及運動を継続推進中。
特に③において、今後のモデルケースとなるべく、「な
でしこ広報委員会」の役員メンバーは、７名のうち３名
が子育て中、１名が出産予定、１名が結婚予定のメン
バーで構成し、実際に育児に従事するメンバーで会議
を進めていく。トライアルとして、諸会議の進め方も物
理的に会って行う会議の回数も従来から激減し月２回
とし、デイリーな会議はfacebook・skypeを導入し、空中
戦会議を実施予定。また我々の取り組みをfacebook
ページ「東京ＪＣなでしこ」にて発信、当団体公式ＨＰか
らもリンクする。

☆(2)男女共同参画の推進のためのシンポジウム等を
開催します。

なでしこ広報委員会のキックオフイベントとして、２月
に東北復興支援チャリティーパーティーを開催。ゲスト
に雑誌「dress」編集長山本由樹氏を迎え、現代の３０
代４０代女性のリアルについてご講演いただく。
「日本の女性活躍推進を進めるために各国に学ぶ」を
コンセプトに大使館勉強会をシリーズ化予定。第一弾
として４月「スウェーデン大使館勉強会」開催。ス
ウェーデン大使ラーシュ・ヴァリエ氏にスウェーデンに
おける女性活躍躍進の現状についてご講演いただく。
また、４月スウェーデン大使館において行われる「ライ
フパズル」セミナーに役員が参加。
そのほか責任世代にある経営者層女性として知って
おくべきトピックについて勉強会を開催。
５月「輝く！ウーマノミクス勉強会」開催。衆議院議員
牧島かれん先生をお招きし、国政内部にいる女性から
見たウーマノミクスについて勉強。
６月「成長戦略から見る『人生にかかるお金』勉強会」
開催。経済産業省の協力を得て「成長戦略としての女
性活躍の推進」および、野村證券の協力を得て「アベ
ノミクスにおけるマネートレンド最前線」を学ぶ。
８月「女性経営者のためのＳＮＳ活用講座」開催。

行動計画（チャンス＆サポートプラン2012）記載の内容

５．男女平等参画を推進する社会づくり

（２）普及・広報の充実


